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はじめに

　水は香、花、灯明と一緒に仏にささげる重要な七種類の供物の一つとして、またモンゴ

ル地方では宗教的ではあるが民俗的ではない供物として、昔から今日まで寺や個人の部屋

の仏像の前に普通に並べられてきた。水を祭祀に使う時に尊敬語でアラシャン（rasiyan）

とも言う。

　世界的に見れば、仏にささげる供物はいろいろであるが、地方と民族習慣の違いによっ

て、何を主に捧げるかという違いがある。「チベット人は主に灯明、漢民族は主に香、南伝

仏教では主に花を捧げる」1という習慣に従い、モンゴル地方でもやはり灯明はよくささ

げられている。印度に大乗仏教がはじめて成立したときに水供養がよくはやっていたとい

う。チベットの放浪僧ゲンドンチョンピル（Dge-vdun-chos-vphel 1903-1951） が『金の粒』（チ

ベット語でgser-gyi thang-ma、モンゴル語でAltan delgemel）と言うチベット語で書いた本

に「ミャンマーの寺に何百個の小さい茶碗に水をいれてささげているのをみたが、まわり

の国にないのは、大乗仏教がもともとはつたえられていなかったということだ」という記

録があるそうである 2。

　現在内モンゴルの阿拉善や青海のモンゴル人たちも水供養のタヒル（takil）を部屋の仏

像の前にたくさん並べて、水を普通の供物として使っているが、信徒たちが寺に行って水

を捧げることはない。水供養は密教の修行儀式としてモンゴル地方に伝えられたようであ

る。

　水供養儀式について、あるいは十万個の供物を一時にささげる儀式については、細かく

記録した文書は見つかっていない。ただし水供養については、『モンゴル語版ダンジョール』

に、すくなくとも五種類の注釈がおさめられ、五世のガンジョールバ・ホトクト（1914-1978）

の本 3にも水供養のやり方などを説明した箇所がある。五世のガンジョールバ・ホトクトの
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本は、水供養の水を皿に入れるやり方と禁忌について説明しているが、行なっていた寺の

名前や具体的な儀式については書かれていない。モンゴルラマたちはむかしから水供養に

ついてよく学んでいたと言うことだが、“オスン・タヒル”（水供養）を信徒たちの参加す

る儀式として、さらに十万水供養を捧げるという大きな儀式の形式で捧げることはモンゴ

ル地方で、昔もあまりなかったと思われる。今は内モンゴル・シリンホト市のベイズ廟で

行っているのを2017年フィールド調査で確認できた。2018年10月に再びベイズ廟におけ

るフィールド調査で、ベイズ廟の執事ラマに伺ったときに、執事ラマは「水供養儀式は寺

で昔から行っていて、今まで塔爾寺とラブラン寺などのたくさんのお寺で行われている。

我が寺では昔は毎年の旧暦4月に性相学部の殿堂と千仏殿で別々におこなっていたが、6

月にあまり大型のイベントがないから、2012年にはじめて、6月に行うようになった」4と

述べた。また赤峰市オンニュート旗の梵宗寺の水供養という何百個の水供養を並べた写真

がインターネットで伝えられていた。これはただ水のみを捧げる水供養儀式の写真か、あ

るいは『百供養』と『千供養』という儀式で捧げた重要な七種類の供物の一つとしての水か、

わからないが、2016年の夏に梵宗寺の執事ラマへのインタビューでは、梵宗寺で一年間行

う儀式を紹介してくれた中に、この水供養儀式はなかった。各地の寺の歴史を調べてみる

と、昔は阿拉善東寺では毎年の旧暦の4月15日に 5、ウランチャブ市の商都県のバドマト寺

（Badmatu-yin süm-e）では旧暦の4月13日から16日まで 6、フルンボイル市のバルガ・ホボー

ト・シャル旗（镶黃旗）のナムグル寺では旧暦の4月1～ 15日に水供養儀式がおこなわれて

いたようである 7。

　本稿では、ベイズ廟で行なわれている水供養儀式に関して、その習慣、禁忌、供養の意味

などを検討する。

1.  現在のベイズ廟での水供養儀式の習俗

　水供養儀式の習俗はいつからモンゴル地方にはじまったかはっきりしていないが、『モ

ンゴル語版ダンジョール』に昔の印度大成就者たちが書いた注釈がおさめられているため、

水供養の伝統は昔の印度から伝えられたと思惟する。『モンゴル語版ダンジョール』の目録

から見れば68から86帙まで『水布施の習慣』（Usun öglige-yin ǰang üyile）、『水供養の習慣』
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6  Mandumui, Medeltü, Ulaγančab-un süm-e keyid, Öbör Mongγol-un soyol-un keblel-ün qoriy-a, 1998, 

p.552.
7  Quwasai Duγarǰab, Barγu Köbegetü Sir-a qosiγun-u oyilalγ-a (1734-1948), Öbör Mongγol-un soyol-un 

keblel-ün qoriy-a,1995, p.293.



（Usun baling-un ǰang üyile）、『吉祥大慈悲者水供養の習慣』（Čoγtu yeke nigülesügči-yin usun 

baling-un ǰang üyile）と『集会からの水供養の成就法』（Quriyangγui-ača γaruγsan usun öglige-

yin erketü-yin bütügel-ün arγ-a）などの注釈がおさめられている。『モンゴル語版ダンジョー

ル』の注釈にしるされた水供養は、儀式と言うより修行方法だと言うべきである。主にそ

の時にとなえるダラニとそれに合わせる印相（手のうごかし方）、祈願文などを説明してか

ら、心をどうするかについてのみ述べていて、水供養の準備や数、参加する人など法会の

前半部分の内容は書かれていない。すなわち水を仏像の前に置いてからの後半の内容だけ

となっている。すなわち、水供養の修行についての指南である。観音菩薩、金剛菩薩、普賢

菩薩、文殊菩薩、吉祥天母などの名前がたまたまでているけど、水供養をなにか仏と菩薩

だけにではなく、一切の仏とラマ、鬼など悪運の衆生を含めて、みんなにささげて、人間の

なにか具体的な苦しみに対した儀式ではなく、仏教の最高の趣旨である涅槃の安寧を得る

ためにおこなう儀式であるようだ。『モンゴル語版ダンジョール』の86帙の「水供養の習慣」

と言う文の最後に「仏経と水供養を捧げるのは業と心からの障害をなくし、福と智慧の集

まりを得、無上の菩提を完成するためだと知ってほしい」8と書いてある。水供養の最後の

目的は、人間社会にではなく、仏になるということである。

　ベイズ廟は昔のアバガナル東旗の寺である。今シリンホト市に属する三百年の歴史があ

る寺だが、文化大革命により壊されて、1980年代から復活し、30名あまりのラマたちが戻っ

てきて宗教の行事を復活している。多くの高齢のラマたちが亡くなったが、現在も90歳く

らいのラマは3名おり、読経などに参加している。ベイズ廟はシラムルン寺とバトガル寺

とともに内モンゴル西部の有名な学問寺の一つであった。そのため1930,40年代に多くの

人々に注目され、旅行記、調査報告などに残された。ベイズ廟の学部の伝統が内モンゴル

の他の寺とは違ってチベットのセラ寺の学問を学んだということに日本人学者長尾雅人が

気づいて『蒙古学問寺』と言う本に次のように書き残した。

　「ベイズ廟の荘麗雄大なることは、従前の旅行記などにも度々傳へられるところであっ

た。が、以上の如き内容からすれば、まさに当廟は外形のみならず実質的にも、内蒙有数

の大学問寺たるものである。然るにその学問内容に就いて最も異色とすべきは、当廟がセ

ラの学系を傳える点である。内蒙におけるラマ廟は、殆んど全部が黃教改革派に属するも

のであって、旧教たる紅帽派所属のものは極く希である。その黄派の中で学系は普通七種

が西藏では算へられてる。そのなか最も多く行われるのは、レボン寺のゴマン学系（Sgo 

maṅ）であって、内蒙においても殆どすべての廟はこの派に属する。その中にあってただ当

『日本とモンゴル』第54巻第1号・第2号合併号（139号・140号合併号）

－ 192 －

8  1749年の北京版の影印本、モンゴル語版大蔵経編委会編『モンゴル語版ダンジョール』、内モ
ンゴル人民出版社、2007-2014年、86帙、620ページ .



廟のみがセラ学系に属する」9。このことについて今のベイズ廟の執事ラマに伺ったときに、

執事ラマは「チェラ・ラサン（性相学部）はセラ寺の学系を学んだ」というのである。ちな

みに、内モンゴルのウジェムチン旗のモロムラマインフレー寺とヒャンガン盟のゲゲーン

廟もセラ寺と仲良く付き合っていたことが転生したゲゲンを確認するためにセラ寺の認可

をもらっていたことから確認できる。

　ベイズ廟には昔から水供養を捧げる儀式があるという話があるが、今まで見つかってい

る歴史の本に記録されていない。現在の内モンゴル・シリンホト市のベイズ廟では、昔の

水供養儀式を2012年から復活し、毎年の旧暦六月の11日から14日まで、四日間で十万個の

水供養をささげる儀式としている。筆者は2017年7月4-7日に水供養儀式に参加してフィー

ルド調査を行い、2018年10月4-8日に追加調査を行った。この2回の調査資料に基づいて、

ベイズ廟の水供養儀式を紹介しよう。

　2012年に復活してから2018年までもう七回おこなったこの水供養儀式は、信徒たちが

集めた布施でなにかを創建したいと、水供養を入れるタヒルと供物を置く机を備えたこと

から水供養の儀式をはじめたそうだ。水供養儀式は午前四時半から始まり、午後五時ごろ

に終わる。信徒たちは毎朝四時から夜5時までラマたちと一緒に、1回で5000個の水を特

別に用意した机の上に五回繰り返し並べ、一日に25000個の水供養をささげる。特別に用

意したと言うのは、その机の上に鉄のわくを均等な距離でつけている。机の長さは10メー

トルほど、広さは2メートルほどである。モンゴル語でその水を入れて仏に供養するため

の小さい茶碗をタヒル（takil）と言う。

　今回は、水供養儀式のために大きな桶を2つ、小さい壺を30ぐらい、雑巾を30ぐらい、

マスクと手袋を4日間足りるように用意している。先に机をふいて、その上にタヒルを並

べて、壺で水を桶から運んできてそのなかに入れる。タヒルとタヒルを重なり合いなく、

距離が均等で、きちんとならべておく。桶を殿堂の外の階段に置き、二人は瓢で水を壺に

入れてくれ、たくさんの信徒たちは、小さい壺で何度も繰り返して運んできて、水を溢れ

ないように、謹んでタヒルに入れる。参加者は息と手をタヒルに触れないように手袋とマ

スクをつけるべきである。今回の水供養のアラシャンと言う水は水道水を大きく桶にいれ

て、なかに七種類の薬をガーゼに包んで入れたものである。

　全部のタヒルに水を入れ終わったら、執事ラマが線香に火をつけて、タヒルを置いた机

を時計回りし、読経する。毎回、水を並べたあと、隣の仏堂でラマたちが法会を始め、45

分ぐらい経を読む。ベイズ廟の水供養儀式のためにという特別な読経はなく、普通の毎朝
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の仏を喜ばせる経と般若心経などと同じ内容の読経をするそうだ。読経するラマは十一か

十二人で、そのなかに八十五歳以上のラマは三人いる。ラマたちが読経している間に、信

徒たちは寺の院内の陰気なところに座って観音菩薩、緑ターラ母と阿弥陀仏などのダラニ

を口にし、あるいは寺を周り、また朝起きてから飯を食べてない人は家からもってきた餅

とチーズなどをたべる。

　その間、いろいろな禁忌や意味などを参加者たちが互いに伝えあう。読経法会が終わっ

たら、若いラマたちは千仏殿に戻って来て、信徒たちと一緒にタヒルを形付ける。水を壺

に入れて庭に持ってきて木と芝生のうえに入れておく。数多くの当地の信徒たちはアラ

シャンを家から持ってきたポリタンクに入れて帰る時に持っていく。タヒルを降ろして、

机をかわいた雑巾でふきそうじする。あとはタヒルを一つ一つ乾くまでふくのは時間かか

る。一部の人がタヒルを拭き、一部の人がタヒルを机の上にならべ、一部の人は水を運ん

で入れて、また二、三人が濡れた雑巾をしぼる。このようにして、次の水供養儀式がはじま

る。毎日五回繰り返して、四日間で十万のタヒルを捧げる。第一日に参加した信徒が四十

人ぐらいで、ひとがすくないから、かなり時間がかかった。一つの水供養儀式に二時半か

かり、一日の水供養儀式に十三時間をかかった。あとの第二、三日にネットとかWechatか

ら水供養儀式のことを聞いて来る人がふえて、六十人となり、形付ける時間とタヒルをな

らべる時間が短くなって、一日の水供養儀式が十一時間あまりとなった。第一日の参加者

は毎日寺に来ている人とか、毎年水供養儀式に参加している人なので、水供養に定められ

た日を覚えている。参加者の90％が女の人で、そのなかに中年以上の婦人がおおく、八十

歳以上の人もいる。一部の人が午前の儀式に参加して昼飯の時間に戻っていくから、午後

の儀式がより多くの時間がかかる。昼間に休むことはなく、20人くらいの人が努めて、午

後になると、人がだんだんふえて、四十人くらいになる。参加者の去来は自由で、自分で参

加する時間を決める。参加者の70％がモンゴル語で話している。

　

2.  水供養儀式についての禁忌と意味の説明

　ベイズ廟の水供養はラマたちと信徒たちが一緒に参加している儀式であり、この儀式に

よって彼らはそれぞれの修行をしているようだ。儀式と修行を結合したそのイベントは、

はじめから終わりまで厳しい秩序と禁忌がある。何年も参加している信徒がその場で新参

加者に注意事項などを小さい声で教える。大部分の参加者たちはベイズ廟の長年の信徒だ

からお互いに知り合いで、新参加者たちとも非常に丁寧に付き合う。仏教と言う同じ信仰

が縁となって、はじめから終わりまでみんな積極的に誰にも指令されたわけでもないよう

に静かに速やかに働いているので、仕事の効率がより高い。新参加者たちのやり方が間違っ

たとか、禁忌を破ったら、必ず厳重に注意し、そのままにしない。新参加者としての私も、
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師弟がよく注意してくださったので、次のような禁忌を了解した。

　

1. 手を洗わないままタヒルに触ってはいけない。

2. 手袋とマスクを必ず忘れないようにつける。

3. タヒルを距離が均等になるようにきちんと並べる、もしぴったりあわせておくと来世に

家鴨のように手足の指が一緒にくっついて生まれるそうだ。

4. 水を入れる時に溢れてもいけないし、いっぱいにならなくてもいけない。タヒルの上か

ら香の厚さのほど距離を残せば丁度いいだそうだ。この規則は昔もあったようだ。とい

うのは五世のガンジョールバ・ホトクトの本の水供養をする際の注意事項にも次のよう

に書いてある。「ラマはいろいろな供養をする。その一つは水供養で、水を捧げるという

ことである。これはとても重要な儀式である。水供養をささげる時に注意するべきはタ

ヒルに水をいっぱい入れ、かつ、溢れないようにすること。溢れれば福をへらす、いっぱ

いにならないと福は足りなくなる」10。

5. タヒルをかさねて置くことはいけない。タヒルはとても薄い銅でつくったものだから、

乾くまでふいて重ねておいていたタヒルを机の上に並べる時に注意しなければ、かさ

なったまま置くことになる。毎回謹んでしているのに、ならべおわったら、2、3個のタ

ヒルが足りなくなる。5000あまりのタヒルのなかから、その重なったタヒルを探すのは

とても時間がかかる。机の上にタヒルを並べるために貼っている鉄わくがあるから、タ

ヒルがかけているのにきづき易いが、重なったタヒルを探すのには忍耐力と注意力が要

る。引き出しに新しいタヒルがあるけど、新しいのを使わずに、かならず重なったタヒ

ルを探し出す。目がいい人たちがみんなで一緒にさがして、毎回は10とか20分あまり、

さらにもっと長い時間掛かって発見することになる。だからタヒルを並べる人は気をつ

けてまた用心しなければならない。

6. タヒルをならべ終わり、ラマたちは左の經堂に読経している内に信徒たちがタヒルを置

いている經堂のラマたちの椅子に座ってマーニ（mani,観音菩薩のダラニ）などを数える。

その時にある人には「ラマの椅子に女の人は座ってはいけない、更に結婚した女の人は

いけない」と注意させる。

7. 經堂と庭で座って話し合う時に家族とか仏教と関係ない話をしてはいけない。大きい声

でしゃべっては行けない。マーニなどのダラニを唱えることは最高だとも言う。彼らは

観音菩薩、緑ターラ母と阿弥陀仏のダラニを唱える。
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10  Paul Hyer, Sečen Jaγčid, 前掲書 , p.132.



　信徒たちに水供養を捧げる意味は何かと聞いてみたら、いろいろな答えがあった。

1. 「水がなかったらあらゆる生命がなくなるから」11という説明は水を信仰する心から発生

したと思われる。モンゴル人は天を父、地を母と尊敬する習俗があり、天からの水をホ

ラとアラシャン、地からの水をアラシャンと敬い、水を生命の源泉だとし、アラシャン

と川にタヒルをささげて、儀式を行う。仏に捧げる水にも信仰の意味を入れるのは不思

議に思われる。もしかして、これは人々の心に長年残っている水についての意識の表現

であろうか。あるいは仏に最高のものを捧げると言う素朴な意識の表現であるかもしれ

ない。

2. 「水供養は貴重ではないタヒルである」12と「水は見つけやすい普通のものだから」13と

言う説明が普通の信徒と仏の間の中継ぎ者であるラマたちの説明だから理解しやすい。

上に引用した『モンゴル語版ダンジョール』の72帙にも「行いの功徳が並々ならぬ、し

かも簡単なのは水供養だ」と水供養が簡単にできるものだと書いている。ラマたちは仏

の誠意ある信徒である上に、仏教の影響を拡大するために努力する特別な信徒である。

彼らは仏に祭祀するほか、もっと多くの人たちに仏教を信仰してもらえるようにと言う

目的を持っている人たちだから 、供物が普通で貴重ではないない性能が祭祀儀式が盛大

となり、継続して伝承されることを希求しているからである。

3. ツンフルゼという人の書いた『仏教の三宝について説明』という本に「水供養は世界中

の宝物を代表して、海の水のようにたくさんあるもので、死者の渇きを癒す」14とある。

4. 「水供養は竜（luus）と言う大地の主を喜ばせて、雨を祈願しているので地蔵菩薩に捧げ

ることになる」15と言う人もいる。これはモンゴル人の伝統的な大地の主の信仰を仏教

の怙主の信仰と結びつけて考えているようである。地蔵菩薩を大地の主とみられる竜と

結びつけて、また竜を水と結びつけるのは新時代の面白い説明である。

5. 「水は平等性があるものだから観音菩薩への祭祀である」16と言う説明も社会の平等と安
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11  2017年7月4日のベイズ廟におけるフィールド調査の記録から引用。質問に答えてくれた人：
男、60歳くらいの信徒。

12  2017年7月4日のベイズ廟におけるフィールド調査の記録から引用。質問に答えてくれた人：
男、80歳くらいのラマ。

13  2017年7月5日のベイズ廟におけるフィールド調査の記録から引用。質問に答えてくれた人：
男、30歳くらいのラマ。

14 Cüngkürje, Lin Yui Sêng orčiγulun nayiraγulba, Burqan šasin-u γurban erdeni-yin tayilumǰi, 
Ulaγanqada-yin Tsai Si keblekü kiǰaγartu kompani, 2017, p.96.

15 2017年7月5日のベイズ廟におけるフィールド調査の記録から引用。質問に答えてくれた人：
女、50歳くらいの信徒。

16  2017年7月5日のベイズ廟におけるフィールド調査の記録から引用。質問に答えてくれた人：
男、60歳くらいの信徒。



寧を目指している考えから生まれている新しい説明である。観音菩薩は慈悲心がいっぱ

いで、人々を苦しみから救う力が強いという仏教の物語の意味を社会の不平等に活かせ

る気持ちをあらわしている。

6. 「水がきれいで、水に浄化する力があるから」17という説明は人間の苦しみは不明と欲か

ら生まれた物だと言う仏教の見地から、人々の心を浄化する狙いがある。ガンジョール

バ・ホトクトの記録によると「このような水供養の儀式は清潔と清浄の幸運を与えるの

を祈っているしるしである。ラマたちはこの清潔な物で自分の心を代表して、仏に向け

て懺悔の気持ちを表して、仏からの指示を願っている。また一つの祭祀は灯を捧げるこ

とである。灯を捧げるのは仏の光で一切を照らして、教法の光ですべての黒闇と悪を追

い出すとともに、灯を捧げた人々が仏の光に輝いていくのを表している。水と灯などの

タヒルを捧げる時に、必ず厳粛で清潔な形である上に、その儀式の象徴している意味を

わかることが大事だ」18としている。仏の供養をささげることを通じて、人々の心を浄化

するのが目的である。

7. 「仏陀、菩薩、怙主などあらゆる仏を喜ばせるためにささげている」19という説明は仏教

のもともとの伝統的な説明であると思う。これは仏教の経典に従っているラマたちの説

明である。上に引用した『モンゴル語版ダンジョール』の68帙の内容に合っている。

 　「アグワンチェダルが説かれたモンゴルとチベットの仏教の物語」と言う本によると

「仏の前のタヒルのなかに水を入れておく。そうすれば、この水に仏の姿が映って仏の数

が増える。仏に向かって空白をあけてタヒルを置いたら、なかに町と人畜が映るから、

使わない時はタヒルを必ず仏に向けないで置く。灯を捧げると仏からの光を強くさせて、

鬼などを追い出して、死者の霊の行く道を照らす」20と言う意味である。

結語

　水供養儀式は昔は密教の修行をするために行われていた儀軌であることが『モンゴル語

版ダンジョール』から明らかである。これは仏陀、菩薩、鬼などの水供養を喜ぶすべてに捧

げることを通じて、自分自身のこころを浄化し、「苦痛と悪化を瞬間になくし、簡単に安寧

を得る」一つの手段であった。
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17  2017年7月6日のベイズ廟におけるフィールド調査の記録から引用。質問に答えてくれた人：
女、50歳くらいの信徒。

18 	Paul Hyer, Sečen Jaγčid, 前掲書 , pp.132-133.
19 2018年10月5日のベイズ廟におけるフィールド調査の記録から引用。質問に答えてくれた人：

男、30歳くらいのラマ。
20  D.Batu, Agvangčoyidar-un yariγsan mongγol töbed-ün burqan šasin-u aman teüke, Ündüsüten-ü 

keblel-ün qoriy-a, 2011, p.40.



　今の水供養儀式はラマたちと信徒たちが一緒に参加している儀式だから、修行というよ

りは宗教の祭祀儀式だと言うのが正確なところだと思量する。

　ラマたちはこの水供養儀式の目的とか意味について、『ダンジョール』に書いてある内容

のように、衆生のために、仏を喜ばせる事だと説明しているのに対し、信徒たちの説明は

いろいろである。例えば「水は生命の根源だから」と言う水を信仰する気持ち、「水には清

潔性があるから」と言う心を清潔にする気持ち、「水を地蔵菩薩にささげて雨を願う」とか

「水には平等性があるから観音菩薩にささげて人間の平等を祈る」といった生活や社会に

関連させた説明もある。ラマたちも信徒たちの目的を宗教的な意味に統一するように努力

してはいないようである。

　以上がフィールド調査から得られたいくつかの知見であるが、人類学の角度から見れば、

あらゆる説明について正しいとか正しくないとか、良いとかよくないと言うことはない。

昔の仏教はモンゴル民族のすべての宗教であったのでラマの来源と信徒たちの数を追い

求める必要がなかったが、いまのラマたちにとっては、仏教をモンゴル地方に幅広く発展

させる責任に直面している。できるだけ信徒を増やすために盛大な儀式を開くことを手段

として仏教を発展させるために使っている。昔は4月に行っていた水供養を6月が空いて

いるからと6月に変更したことは、寺と信徒のつながりをたえず続けるためだと思われる。

通信事業の発展は寺の信徒たちとの触れ合いが便利になったけど、いくつかの宗教が自由

に活動している現在は、信徒たちとの交流をより重視しなければならないのである。昔の

モンゴル仏教は王侯貴族に頼って、仏だけにむかっていろいろな儀式を行っていたが、今

は信徒たちにも注目しなければならないこととなっている。

　水供養が油で作る灯明より、また粉でつくる餅（baling）より、再利用性が高いし（下げ

た水を庭の草と木などにやる）、低いエネルギーでも万個とか十万個など数多く捧げるに

ふさわしい供養である。この水供養は旧暦の10月25日に行われる千灯会と同じに、モン

ゴル地方のラマたちと信徒たちが一緒に参加している大型の儀式である。千灯会はツォン

カパの忌日のためと言う固定的な主題に対して、現代の水供養儀式の意味はラマと信徒に

とって様々である。現代のモンゴルの水供養の場合は、儀式を通じて自分自身の問題を解

決しようとする参加者の気持ちが象徴的に表現されるとみなすべきであろう。　　　

　

（付記）

　本稿は、中国国家社会科学基金項目（プロジェクト）「佛教与蒙古民族及国家認同研究」

（15XZJ005）の研究成果の一部である。
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